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平成 1 3年度
国立学校等技術専門官研修報告
技術部第一技術室上坂秀雄
技術部第二技術室漆崎美智遠
平成 1 3 年度国立学校等技術専門官研修が下記の要項にて実施され、福井大学技術部より上記
の 2 名が受講する機会をあたえて頂きましたので、その報告を致します。
0開催要項
。主 催:文部科学省及び東京大学
。期 日:平成 1 3 年 8 月 22 日(水) --2 4 日(金)
0 会 場:東京大学山上会館 (2 F会議場)
。受講者数 :68 名(欠席者なし)
。目的
国立学校等の技術専門官及び技術専門官相当の職にある者に対して、必要な行政的識見のか
ん養を深めさせ、その職務に必要な専門的知識及び技術を修得させると共に、技術の継承及び保
存等に関し、指導的役割を果たせるよう、その資質の向上を図ることを目的とする。
。研修内容
講義と実習等にプログラムが組まれており、講義は特別講演を含めて 7 課題があった。
①大学行政上の諸問題・・・・・大学の構造改革の方針(1.国立大学の再編・統合を大胆に進める。
2. 国立大学に民間的発想の経営手法を導入する。 3. 大学に第三者
評価による競争原理を導入する。)この 3 項目は集約点である。
②人事管理上の諸問題・・・・・公務員の服務・倫理・セクハラ防止等
③職場の安全管理・・・・・・・・・一般的な安全管理等
④学術行政上の諸問題・・・・・文部省と科学技術庁の統合におけるいろいろな問題点について。
⑤職場の健康管理・・・・・・・・・ストレスについて
⑥リーダーシップ・・・・・・・・・話力総合研究所 永崎一則所長
⑦特別講演・・・・・・・・・・・・・・・演題:重力波で宇宙を見る
。実習等
①ポスターセッション・・・・・ 3 班に分かれ 1 人 55 分の持ち時間で、個々に説明発表を行い白
自に情報交換を行った。また、自分の持ち時間以外の者は、分野
に限らず自由に回り、質疑応答するなどし相互の情報交換ができ
た。分野は機械・電気電子・情報処理・物理・化学・生物・生命・
土木・建築・その他の 7 分野で行われました。
2 人の分野は上原(機械)、漆崎(物理・化学)で発表した。
②施設見学・・・・・・・・・・・・・東京大学内の IML(インテリジェントモデリンゲ・球ラト1)-) 、超高圧電子顕微鏡室、
医学部標本室を 3 日目午前中 (9:30---12: 10) 見学した。
③フリーディスカッション・・・・受講者が 5 班に分かれ司会者を中心に、それぞれ情報交換が行
われたが、 1 時間 30 分という短い聞で充分な意見交換がなされな
かった。どの班も自己紹介等で終ったようです。
以上のような内容で 3 日間の研修を終えました。日程表を次ページに掲載しておきます。
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